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日本語学習者による聞き違し  
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1．   はじめに   
中間言語という限られた体系を用いる非母野話者がコミュニケーションを行う場合．  
様々な問題が起こる．その中で，会話の相手参加者の宮ったことが理解できないなどとい  
う理解上の同席を処理する方兼の1つが聞き返しである．目標富市で青いたいことが言え  
ないという産出に関する問題処理の方簾札 コミュニケーション・ストラテジーとして数  
多く研究されてきたが．理解上の問題，特に聞き返しを放ったものはまだ少ないl）．   
聞き返しと‡も 金港の相手参加者の発話・発話悪偏に対する自分の理解が不確かである  
ことを示し，その不放かさを解消するために使う要求表現である．ここで言う不確かさと  
は，相手の昏ったことが聞き取れなかったり意味がわからなかったりして全く理解できな  
かったという場合から，ある程度は理解できたがあいまいであるという場合までを含む．  
また，言語的意味に対する不確かさだけでなく．相手の発許理由や発話意図に対する不稚  
かさも含むものとする．   
筆者は以前8種軒の初級月本市教科唇と3種類の中級日本語教科啓の中で聞き返しがど  
のように扱われているか分析した・その線科①r意味がわからない簿旬」として動詞や  
形容詞を聞き返している例が見られず．聞き返しをして貌明を求める対象となっていたの  
は45例会て名詞句であった．◎相手の発辞意図や発語の理由がわからないため開き返して  
説明を求めている例が48例中わずか2例であった，また，③一度の聞き返しで開館が解決  
してしまう例が多い，など実際の場面との僻たりがあると考えられた．   
では，実際に日本藩学習者は，日本簿で会話をしていて理解上の問題にぶつかったとき．  
どのように聞き返しをしてその間題を処理しているのだろうか．より現実のコミュニケー  
ション問題に即した教科春作りのため．また効果的な指導のため，学習者による聞き返し  
の実態盈把握することは意義があると思われる．本研究は，初鼓の学習を終えた日本藩学  
菅者が，日本籍母醇括者との会常にお†、て出てきた理解上の問唐をどのように解決したか，  
開き返しの視点から分析したものである．学習者が限られた日本語能力を用いて会静の参  
加者として相手や会辞の流れに．どのように配慮しつつコミュニケーションを進めているか，  
聞き返しの分析を通して明らかにすることが本研究の目的である．   
2．  調査及び会聴資料について  
2．1 調査対禽磨及び母頂億春   
本研究では会蕗の参加者として，大学院進学を目指す学習者と学習者が入学を希望して  
いる研究科に所属する大学院生という組み合わせを改定した．嗣査対象者となったのIも  
筑波大学留学生センターで日本路を学ぷ日本藩学習者10名であった．10名は全員中級レベ  
ルの会話の授集を受け，それぞれ大学院への進学を目指している．衷1は，調査対頗者の  
性別，母語∴調査時までの滞日歴，日本藩学習歴をまとめたものである．   
会話の相手となる日本海母語話者昧∴全員筑波大学大学院の学生であった．所属する研  
究科乱調査対象者である学習者が入学を希望している研究科であった．会詰の参加者で  
ある学習者と母語酒肴の関係は仁初対面かあるいはそれに近いもの（ゼミなどで顔を合わ  
せたことはあるが舌をしたことはない．など）である．  
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